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【校訓】 元気よく 仲よく 力いっぱい                  

共生社会を生きるために 
 キャッシュレス化が進み、街でみる景色は、私が初任の頃（今から３５年ほど前）とは大きく変わりました。スマホやスマートウォッチで駅の改札やバス

を乗降するサラリーマン、カードでコンビニや自動販売機の支払いをする学生。我が子においては、何かの支払いを電子マネー送金なのか、スマホで

交わしています。お年玉や結婚式のご祝儀も電子マネー対応とも聞きます。これらは、科学技術の進展のほんの一部に過ぎません。スマートフォンが世

に現れて、まだ１０年ちょっとですが、凄まじい進展で、パソコンを常に手にしているような生活スタイルです。子どもたちが社会で活躍する、１０年後、２０

年後はどのような社会になっているでしょうか。明らかに言えることは、人間と同じような認知能力を備え、瞬時のデータ管理が行える AI との共生社会

です。想像の域ですが、働き方も大きく変わっているでしょう。仕事はプロジェクトチームでの課題解決が中心。隣に外国人がいるのは当然で、遠方の

メンバーはオンラインで参加するミーティング。コミュニケーションも同時通訳され、障がいのある方も AI搭載ロボットもミーティングに参加しているかも

しれません。そんな時代に生きる子どもたちに必要な資質・能力は何でしょうか。私は、多様性を受け入れる寛容性と正解のない解に自ら主体的にか

かわる姿勢だと思います。そのためにも、本校では、さまざまな本物に触れさせる機会をつくるとともに、日々の教育活動に ICT機器の利活用に努めて

います。そして、失敗を恐れない果敢なチャレンジを教職員が支援しています。すべては、次世代を担う子どもたちのためです。子どもたちが共生社会の

創造者になってほしいと願っています。 

 

《９月１日（金） 「２学期始業式」》 

  暑さのこともあり、リモートで２学期始業

式を行いました。どの子もよい姿勢で臨め

ていました。２学期に向けて、「頑張ろう！」

という気持ちが伝わってきました。 

《９月７日（木） ４年「EM団子投入」》 

 たつの EM 利用研究会のみなさんの協

力のもと、４年生全員で馬路川に行き、１

学期に作ったEM団子を一人３０個ほど投

入しました。これから、馬路川が浄化してい

く様子が楽しみです。 

《９月１２日（火） １年「ストーリーテリング」》 

  揖保川図書館の方に来ていただき、スト

ーリーテリングがあり、日本の昔話から外

国のお話、最後は「ぐりとぐら」のお話を大

きな絵本でしていただきました。子どもたち

は、１時間中聞き入っていました。 

《９月１２日（火） ５年「自然学校１日目」》 

  予定どおりに鉢伏高原に到着し、開校

式、避難訓練、オリエンテーションの後、竹

ぐし・おはし作り、ウルトラアドベンチャーゲ

ームを仲間と協力して行いました。このゲー

ムは、いろいろなミッションを仲間との協力

でクリアしていくもので、ミッションを通して、仲間との距離が縮まったこ

とと思います。 

《９月１３日（水） ５年「自然学校２日目」》 

  鉢伏山の登山に挑戦しました。お互いに励

まし合い、頂上をめざしました。お昼からは冷

たい川に入って、魚つかみをしました。それ

を、自分で作った竹ぐしにさして焼いてもらっ

て食べました。夜は、ナイトウォークで高原の

夜を体全体で感じました。 

《９月１４日（木） ５年「自然学校３日目」》 

  午前中は、大きな筒をみんなで転がしてア

イスクリームづくりをしました。そして、おいしく

いただきました。午後は、磨いた焼き板に絵を

描いていきました。 

《９月１５日（金） ５年「自然学校４日目」》 

  朝から､「火おこし体験」と「野外クッキン

グ」をグループで協力して行いました。自分

たちで作ったカレーはおいしかったことと思い

ます。昼からは、「ツリークライミング」をしまし

た。ロープを上手にあやつり高いところまで

登っていました。夜は、自然学校の締めくくり

として「キャンプファイヤー」をしました。ファイ

ヤーの炎を囲んで、ダンスやスタンツ、ゲーム

などで楽しみました。 

《９月１６日（土） ５年「自然学校５日目」》 

５日間お世話になったやまなみさんの前で

閉校式を行いました。代表あいさつの後、み

んなでお礼を言いました。そして、鉢伏高原と

もお別れをしました。保護者の皆様には、４日

目に体調を崩した子どもたちのお迎えや、５

日目の活動を切り上げ、帰校の時刻が早まったにもかかわらず対応して

いただき、ありがとうございました。お世話になりました。 
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２日 （月）   全校朝会 4年視力検査 

３日 （火）   ６年１組視力検査 

４日 （水）   SSW ２年・３年２組視力検査 ４年手話体験 

  ５日 （木）   ALT  

  ６日 （金）   クラブ活動 代表委員会 ALT SC １年視力検査 

  ７日 （土）   ゆめクラブ（三校合同） 

９日 （月）   スポーツの日 

１１日 （水）   ４年アイマスク体験 

１２日 （木）   ６年修学旅行１日目 ALT 

１３日 （金）   ６年修学旅行２日目 ALT 

１７日 （火）   こども音楽会 

１８日 （水）   就学時視力・聴力検査 地区終会 

１９日 （木）   ALT 

２０日 （金）   音楽学習発表会（オープンスクール１日目） 

SC 

２１日 （土）   ゆめクラブ 

２３日 （月）   オープンスクール２日目（２～４校時）  

４年点字体験  ５・６年ケータイ・スマホ教室 

２４日 （火）   ５年食肉出前講座 

２６日 （木）   ALT 

２７日 （金）   委員会活動 １年校外学習 ALT 

３０日 （月）   ２年校外学習 

３１日 （火）   全校サイエンスショー（５校時） 

  ★毎月２５日は、笑顔の日「ノーゲーム・ノースマホデー」 

《表彰》  ～みなさん、おめでとうございます～ 

★第１８回たつの市民体育大会バドミントンの部小学生の部 

  準優勝：竹内陽太（４－２）   第３位：山本蒼空（４－２） 

  第３位：山本菜乃花（３－１） 

★夏季大会 

  優勝：神部ＳＣ             最優秀選手賞：大田唯仁（６－２） 

★ゆめさきライオンズ杯 

  第３位：神部ＳＣ            優秀選手賞：田中杏奈（５－１） 

かんばったで賞：山本陽大（５－２） 

★加古川ジュニアカップソフトボール大会 

第４位：神部ＳＣ 

★福崎ライオンズクラブ杯 

第３位：神部ＳＣ 

 

 

 

 

★令和５年度音楽学習発表会開催について 

１０月２０日（金）９時３０分より令和５年度音楽学習発表会を開催

いたします。今年度は、人数制限はなくご家族・ご近所お誘い合わせの

上ご来場いただき、子どもたちに温かい拍手をお願いいたします。詳

細につきましては、先日配信しましたスクリレをご覧ください。 

★かけ足ウィークのお知らせ 

体育の学習で５分間走を行います。トラックを使って、５分間を自ら

の体力をふまえ、無理のない速さで走りぬき、自ら立てた目標に迫って

いこうというものです。１～３年生は、１１月１３日（月）～２４日（金）、４

～６年生は１１月２７日（月）～１２月８日（金）の間、体育の授業におい

て行います。保護者の皆様で参観される場合は、運動場南のどんぐり

広場からご覧いただけます。子どもたちに体育の時間を確認いただき

来校ください。 
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